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元 ヨーロッパからの使者 

《政治》 

【①          】主義  

…モンゴル人を頂点とする厳しい身分秩序！ 

（１）【②       】人 

…支配階層として重要官職を独占。 

（２）【③     】人 

…西域出身の外国人。官僚として重用される。 

（３）【④    】人 
…被支配層。金支配下にあった住民。 

（４）【⑤    】人 

…最下層の身分。南宋の統治下にあった住民。 

《社会》 

○【⑥     】制（ジャムチ）の整備 

…各地に駅を設けて通行者に馬・食料を提供 

 →【⑦       】商人の隊商貿易が活発化 

○隋の大運河を補修→杭州・広州・泉州など港市が繁栄 

○紙幣として【⑧     】を発行 
 

元の中国支配 

元代の文化 

○【⑨     】（＝雑劇）が流行 

  代表作…『西廂記』・『琵琶記』 

○【⑩     】暦…【⑪       】が作成 

※イスラームの天文学を取り入れる 

※のち江戸時代の日本へも導入され，貞享暦となる 

○【⑫      】文字 
…僧パスパが考案した，モンゴル語を写す文字 

○チベット仏教が保護され流行する 

 

○修道士 

○グユク=ハン時代のカラコルム 

○ローマ教皇インノケンティウス 

4 世が派遣 

 

【⑬              】 

 

○修道士 

○モンケ=ハン時代のカラコルム 

○フランス王ルイ 9 世が派遣 

 

【⑭           】 
 

○ヴェネツィア出身の商人 

○大都でフビライ=ハンに仕える 

○著作『⑯          』 

（＝『東方見聞録』） 

【⑮             】 

 

○フビライ=ハン死後 

○大都の初代大司教として， 

中国初の【⑱         】 

布教を行う 

 

【⑰              】 

 


